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基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

10年後の将来像を描き、これを達成するための基本理念と
施策の大綱を定めたもの【期間：平成20～29年度（10年間）】

市の将来像を実現するための手段、施策の方向性を 
示すもの（後期）【期間：平成25～29年度（５年間）】

施策を計画的に実現するために、より具体的な 
事業を示すもの
【期間：ローリング方式で毎年作成（３年間）】
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問い合わせ

第
１
次
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珂
市
総
合
計
画

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

総
合
計
画
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最

も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。
市
の
将
来
像

や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
施
策
の
大

綱
を
定
め
た　

年
間
の
「
基
本
構
想
」、
前

１０

期
と
後
期
、
各
５
年
間
の
「
基
本
計
画
」、

毎
年
策
定
す
る
「
実
施
計
画
」
の
３
段
階

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
策
定
し
た

「
後
期
基
本
計
画
」
で
は
、
各
施
策
に
つ
い

て
、
前
期
の
期
間
中
の
取
り
組
み
の
成
果

を
検
証
し
、
ま
た
、
解
決
す
べ
き
課
題
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
た
に
後
期
５
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
本
計
画
に
掲
げ
た
各
分
野
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
平
成　

年
３
月
に
、
平
成　

年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
、

２０

２９

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
「
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、
前
期
基
本
計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）
に
掲
げ
た
各
種
の

２０

２４

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
前
期
基
本
計
画
が
平
成　

年
２４

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
、
平
成　

年
度
か
ら
最
終

２５

の
目
標
年
度
で
あ
る
平
成　

年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し

２９

ま
し
た
。

総
合
計
画
と
後
期
基
本
計
画

後
期
基
本
計
画
の
概
要

１　
市
民
と
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

２　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

３　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
「
絆
の
力
」
の
活
用

４　
情
報
公
開
に
よ
る
市
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

５　
地
方
分
権
化
へ
の
対
応
に
お
け
る
自
主
性
・
自
立
性
の
確
保

６　
市
の
「
将
来
像
」
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

■
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

「
市
民
と
と
も
に
創
る
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」

※各戸に後期基本計画【概要版】を配布します
※詳しい内容は、市ホームページをご覧いただくほか、計画書は、
市役所（政策企画課内）、瓜連支所、市立図書館等で閲覧できます



広報なか５月号３

第
１
章
【
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
】

　

市
民
と
と
も
に
協
働
し
て
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
行
政
情
報
の

提
供
や
市
民
と
の
意
見
交
換
な
ど
の
充
実

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
防
災
・
防
犯
、
福
祉
、

教
育
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
主
体
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
活
性
化
を

図
り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
お
互
い
に

尊
重
し
あ
え
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

１　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る

２　
尊
重
し
あ
う
社
会
の
形
成
を
図
る

第
２
章
【
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
】

　

市
民
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
防
災
・
防
犯
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
や
下
水
道
な

ど
生
活
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の
施
策
の
体
系

　
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」を
念
頭
に
掲
げ

て
、
６
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
」
か

ら
各
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
や
田
園
風

景
を
残
し
、
良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
に
優
し
い
循

環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

１　
災
害
に
強
い
環
境
を
整
え
る

２　
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
を
整
え
る

３　
安
全
な
交
通
環
境
を
整
え
る

４　
健
康
で
快
適
に
過
ご
せ
る
生
活
環
境

を
保
つ

５　
地
球
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
へ
の

転
換
を
図
る

６　
利
便
性
の
高
い
交
通
基
盤
を
整
え
る

７　
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
図
る

８　
魅
力
あ
る
市
街
地
を
形
成
す
る

９　
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
す
る

　
　
適
正
に
生
活
排
水
を
処
理
す
る

１０第
３
章
【
健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

市
民
が
、
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
や
地
域
で
助
け
あ
い
支
え
あ
え
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
全
体
で

子
育
て
を
支
え
る
体
制
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

１　
家
庭
や
地
域
で
支
え
あ
う
福
祉
環
境

を
整
え
る

２　
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環

境
を
整
え
る

３　
障
が
い
者
が
地
域
社
会
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る

４　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る

５　
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
の

充
実
を
図
る

６　
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
保
健
体
制
の
充
実
を
図
る

第
４
章
【
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

教
育
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
学
校
教
育
の
充
実
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

市
民
が
、
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
心
と

健
全
な
体
で
、
文
化
を
育
み
な
が
ら
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
充
実
と
自
主
的
な
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
、
郷
土
の
歴
史
や
伝
統

を
身
近
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

歴
史
資
産
や
伝
統
文
化
の
保
存
と
活
用
を

促
進
し
ま
す
。

１　
個
性
と
創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の

充
実
を
図
る

２　
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る

３　
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
を
整
え
る

４　
未
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る

５　
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
伝
統
文
化
を
継

承
し
活
用
を
図
る

６　
多
様
な
文
化
と
交
流
す
る
機
会
の
充

実
を
図
る

第
５
章
【
活
力
が
あ
り
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
】

　

市
の
活
力
を
支
え
る
調
和
の
と
れ
た
産

業
を
築
く
た
め
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
先
端
科
学
技

術
産
業
の
立
地
や
交
通
の
利
便
性
が
高
い

な
ど
の
優
位
性
を
い
か
し
、
優
良
企
業
の

誘
致
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化

や
魅
力
あ
る
観
光
資
源
づ
く
り
、
特
産
品

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

１　
活
力
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
る

２　
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
商
工
業
の

振
興
を
図
る

３　
地
域
資
源
を
い
か
し
た
観
光
の
振
興

を
図
る

第
６
章
【
行
財
政
運
営
の
効
率
化
に

よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
】

　

社
会
経
済
情
勢
変
化
や
地
方
分
権
の
進

展
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
の
実
施
に
よ
り
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
な

財
政
運
営
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

１　
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う

２　
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

３　
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

施
策
の
大
綱
を
赤
字
で
、
施
策
名
を

黒
太
字
で
記
載
し
て
い
ま
す



なかふるさと大使なかふるさと大使
コンサートコンサート

なかふるさと大使
コンサート

まつい　えつこまつい　えつこ

宮下　敏子宮下　敏子

まつい　えつこ

宮下　敏子

八
重
桜
ま
つ
り

八
重
桜
ま
つ
り

八
重
桜
ま
つ
り

よさこいソーラン
～八重桜の下で咲く熱き舞いの花～

４

　

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、

２０

日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
１

つ
に
数
え
ら
れ
る
静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
で
、
八
重
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月　

日
〜　

日
の
３
日
間
は
、

２７

２９

水
上
ス
テ
ー
ジ
で
、
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
大
集
合
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
夢

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
灯
籠
の
点
灯
も

行
わ
れ
、
夜
の
闇
の
中
に
浮
か
び
上

が
る
桜
と
明
か
り
に
、
多
く
の
か
た

が
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。



なかふるさと大使
コンサート

まつい　えつこ

宮下　敏子

八
重
桜
ま
つ
り

よさこいソーランよさこいソーラン
～八重桜の下で咲く熱き舞いの花～～八重桜の下で咲く熱き舞いの花～

よさこいソーラン
～八重桜の下で咲く熱き舞いの花～

広報なか５月号５

県内４市（水戸市・下妻市・鹿嶋市・　県内４市（水戸市・下妻市・鹿嶋市・
土浦市）と秋葉原から、総勢７組のア
イドルが大集合！ステージ周辺はファ
ンの熱気に包まれました。

　県内４市（水戸市・下妻市・鹿嶋市・
土浦市）と秋葉原から、総勢７組のア
イドルが大集合！ステージ周辺はファ
ンの熱気に包まれました。
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日
常
生
活
の
移
動
手
段
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
地
域
の
か
た
の
交
通
手
段
の
確
保

を
図
る
た
め
、
利
便
性
の
高
い
新
た
な
地
域
公
共
交
通
と
し
て
、
那
珂
市
デ
マ
ン
ド
交

通
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」（
愛
称
）
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
市
役
所
玄
関
前
で
、「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
出
発
式
」
が
、
篠
原
英
夫
茨

城
第
一
交
通�
取
締
役
、
金
澤
和
昭
丸
金
タ
ク
シ
ー�
代
表
取
締
役
、
海
野
徹
市
長
、

福
田
耕
四
郎
市
議
会
議
長
な
ど
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■ひまわりタクシー出発式（左から篠原茨城第一交通�取締役、谷島市まちづくり協議会
長、海野市長、福田市議会議長、金澤丸金タクシー�代表取締役）

　
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」が
市
民
の
皆

様
の
身
近
な
足
と
な
り
、
高
齢
者
の
か

た
な
ど
の
外
出
機
会
の
増
加
を
は
じ

め
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
２
年
間
は
実
証
運
行
で
、
今

後
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

本
格
運
行
に
向
け
て
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
移
動
手
段
と
し
て
い
き
ま
す
。

■運行事業者
　茨城第一交通�　�２９８－０１６２
　丸金タクシー�　�２９８－２０２２

政策企画課公共交通対策室
�２９８－１１１１（内線４３６）問い合わせ

ひまわりタクシー Ｑ＆Ａひまわりタクシー　Ｑ＆Ａひまわりタクシー　Ｑ＆Ａ
○予約して乗車する、新しい公共交通です。
○車両が自宅までお迎えに行き、目的地までお送りします。Ａ「ひまわりタクシー」ってど

んなもの？Ｑ

○那珂市内指定の１７６か所に限らせていただきます。
○指定の場所は病院、銀行、大型商業施設です。Ａ運行エリア（目的地）はどこ

まで？Ｑ

①最初に利用者登録をし、後日郵送で登録証を受け取ってください。
登録証は登録手続き後１週間程で届きます。

②登録証を受け取ってから、運行事業者に予約して利用します。予約
は２日前から１時間前までになります。

Ａどうやって使えばいいの？Ｑ

○朝８時から夕方５時までです。最終便の出発は午後４時です。Ａ何時から何時まで運行して
いるの？Ｑ

○１人１乗車　３００円
○小学生、障がい者等（一定の障がい以上のかた）　１００円Ａ料金はいくらかかるの？Ｑ

○平成２７年３月３１日までを予定しています。
○まずは多くのかたに利用いただき、運行実績を分析し、運行計画に
改良を加えながら、本格運行に移行していきたいと考えています。

○改良点や要望などがありましたらご連絡ください。

Ａ実証運行はいつまでなの？Ｑ



広報なか５月号７

●那珂市役所からお知らせする情報は、次の５項目です。
１　緊急地震速報（気象庁が茨城県北部で震度５強以上の推定震度を観測したとき）
２　弾道ミサイル情報
３　航空攻撃情報
４　ゲリラ・特殊部隊攻撃情報
５　大規模テロ情報

●防災行政無線の放送内容例（チャイムと警報音は市ホームページで聞くことができます。）

※緊急地震速報は、震源に近い観測点で地震を察知し、最大震度５強以上と推定した地域に、強い揺れが
くる前にお知らせするものです。なお、震源が近い地域では、速報が放送されないこともありますので、
ご了承ください

チャイム：ピロンポロン・ピロンポロン
■大地震（おおじしん）です。大地震です。大きな揺れに警戒してください。
こちらは防災なかです。

緊急地震速報
茨城県北部で震度
５強以上を観測時

１

警報音：ブゥーーー 14秒
■○○○情報○○○攻撃の可能性があります。屋内に待避し、テレビ・ラジ
オをつけてください。こちらは防災なかです。

弾道ミサイル・航空攻
撃・ゲリラ・特殊部隊攻
撃・大規模テロ情報

２

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）
ジェイアラート

消

防

庁

人工衛星

気

象

庁

内
閣
官
房

屋内・屋外防災行政無線那珂市役所

ミサイル情報や
航空攻撃情報等

緊急地震速報

防災行政無線を
自動起動し放送

○このシステムは、２４時間自動的に情報をお知らせするものですので、○このシステムは、２４時間自動的に情報をお知らせするものですので、
真夜中でも放送されます。

○このシステムは、国のコンピュータが人の手を介さずに自動的に発信
するため、誤報などの可能性があります。その場合、誤報とお伝えす
る放送が流れます。

○緊急地震速報の場合、震源が近い地域では、速報が放送されないこと
がありますので、ご了承ください。

○このシステムは、２４時間自動的に情報をお知らせするものですので、
真夜中でも放送されます。

○このシステムは、国のコンピュータが人の手を介さずに自動的に発信
するため、誤報などの可能性があります。その場合、誤報とお伝えす
る放送が流れます。

○緊急地震速報の場合、震源が近い地域では、速報が放送されないこと
がありますので、ご了承ください。

●注意事項●注意事項

　全国瞬時警報システム（ジェイアラート）は、武力攻撃情報や緊急地震速報などの
緊急情報について、国が人工衛星を利用し、市の防災行政無線を自動起動して放送す
ることにより、国からの情報をいち早く市民の皆様にお知らせするシステムです。

防災課防災グループ　�２９８－１１１１（内線４４２･４４３）問い合わせ

（ ）
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額
田
地
区
の
歴
史
的
遺
産
の
中
心
は
、

何
と
言
っ
て
も
額
田
城
跡
で
あ
る
。
額
田

城
は
、 
太  
田  
佐  
竹 
氏
の 
出  
城 
的
存
在
と
し

お
お 

た 

さ 

た
け 

で 

じ
ろ

て
鎌
倉
時
代
に
築
か
れ
た
が
次
第
に
力
を

つ
け
て
独
立
的
存
在
と
な
っ
た
。
や
が
て

本
家
の
後
継
者
を
め
ぐ
っ
て
本
家
と
対

立
、
長
く
抗
争
を
続
け
た
が
敗
れ
、 
応 
永
   おう 
え
い

　

年
（
１
４
２
３
）
つ
い
に
滅
亡
し
た
。

３０
　

そ
の
後
に
は
本
家
の
家
臣 
小  
野  
崎 
氏
が

お 

の 

ざ
き

入
り
、 
額  
田  
小  
野  
崎 
氏
を
興
し
た
。
そ
の

ぬ
か 

だ 

お 

の 

ざ
き

小
野
崎
氏
も
水
戸
の 
江  
戸 
氏
と
縁
組
み
し

え 

ど

な
が
ら
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
戦
国

時
代
の
額
田
城
の 
縄  
張  
図 
を
見
る
と
、
そ

な
わ 
ば
り 

ず

の
規
模
の
広
大
さ
が
想
像
さ
れ
る
。
や
が

て
額
田
小
野
崎
氏
は
、
本
家
佐
竹
氏
と
姻

戚
関
係
の
江
戸
氏
を
除
こ
う
と
し
て
ひ
そ

か
に 
奥  
羽 
の
伊
達
政
宗
と
交
信
を
も
っ

お
う 

う

た
。
一
方
、
南
下
を
目
指
す
政
宗
に
と
っ

て
大
き
な
壁
は
太
田
佐
竹
氏
で
あ
っ
た
。

額
田
小
野
崎
氏
の
思
い
と
伊
達
氏
の
野
心

が
一
致
し
た
。
太
田
佐
竹
氏
を
挟
み
撃
ち

し
よ
う
と
の 
謀 
で
あ
る
。

は
か
り
ご
と

　

政
宗
は
し
ば
し
ば
書
状
を 
額  
田  
小  
野  
崎 

ぬ
か 

だ 

お 

の 

ざ
き

 
彦  
三  
郎  
昭  
通 
に
与
え
て
そ
の
実
現
を
図
っ

ひ
こ 
ざ
ぶ 
ろ
う 
あ
き 
み
ち

た
。
昭
通
に
は
水
戸
の
江
戸
氏
攻
略
を
そ

そ
の
か
し
、
実
現
の
暁
に
は
そ
の
領
地
の

一
部
を
進
呈
し
よ
う
と
の
約
束
ま
で
し
て

い
た
。
そ
れ
が
今
回
発
見
さ
れ
た 
天 
正
   
て
ん 
し
ょ
う

　

年
（
１
５
８
９
）　

月 
晦  
日 
付
け
政
宗

み
そ 

か

１７

１０

の
「
密
書
」（ 
起  
請  
文 
）
で
あ
る
。

き 
し
ょ
う 
も
ん

城
跡
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
保
存
さ
れ
、

深
い
堀
と
高
い 
土  
塁 
を
持
つ
戦
国
時
代
の

ど 

る
い

  
俤 
を
今
日
に
伝
え
、
現
在
歴
史
的
自
然
公

お
も
か
げ

園
と
し
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

額
田
昭
通
は
伊
達
家
か
ら 
越  
後  
高  
田 
の

え
ち 

ご 

た
か 

だ

 
松  
平  
忠  
輝 
の
家
臣
と
な
り
、
さ
ら
に
初
代

ま
つ 
だ
い
ら 
た
だ 
て
る

水
戸
藩
主 
徳  
川  
頼  
房 
に 
額  
田  
九  
兵  
衛  
照 

と
く 
が
わ 
よ
り 
ふ
さ 

ぬ
か 

だ 

き
ゅ
う 

べ 

え 

て
る

 
通 
と
し
て
仕
え
譜
代
の
上
級
家
臣
と
し
て

み
ち藩

政
を
担
っ
た
。「
鳴
き
う
づ
ら
」や「 
鷹 
」

た
か

の
絵
師
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、
額
田

小
野
崎
氏
・
江

戸
氏
と
も
、 
源 げん

 
氏 
系
の
佐
竹
氏

じと
は
異
な
り
、

 
藤  
原  
氏 
系
で
あ

ふ
じ 
わ
ら 

し

る
。

伊達政宗が送った密書
（菊池恒雄氏蔵）

額田城の縄張図（『わが郷土』より）

　

し
か
し
、
額
田
昭
通
が
本
家
に
攻
め
ら

れ
た
こ
ろ
、
政
宗
は
地
元 
会  
津 
周
辺
の
抗

あ
い 

づ

争
が
激
し
く
て
援
軍
を
出
せ
ず
、
天
正　
１９

年
（
１
５
９
１
）
２
月
、
額
田
城
は
つ
い

に
陥
落
し
た
。
敗
れ
た
昭
通
は
政
宗
の
下

に
走
り
厚
遇
を
受
け
た
。
落
城
し
た
額
田

現在の額田城跡
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問い合わせ　�２９７－００８０

　
 
字  
伊  
達 
に
は
伊
達
古
墳
群
が
あ
る
。
こ

あ
ざ 

だ 

て

の 
字  
名 
は
後
世
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

あ
ざ 
め
い

る
。
は
た
し
て
伊
達
家
と
の
関
連
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
地
元
で
は
、
伊
達
氏
家
臣

の
屋
敷
（ 
陣  
屋 
）
が
置
か
れ
た
所
で
あ
り
、

じ
ん 

や

そ
こ
か
ら
北
方
太
田
の
佐
竹
氏
を
監
視
し

て
い
た
の
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
事
実

と
す
れ
ば
額
田
氏
と
伊
達
氏
と
の
提
携
を

示
す 
証 
し
と
も
な
る
。
こ
の
伊
達
古
墳
か

あ
か

ら
出
土
し
た 
舟  
型  
石  
棺 
は
貴
重
で
あ
る
。

ふ
な 
が
た 
せ
き 
か
ん

死
者
の
魂
が
船
に
乗
っ
て
昇
天
す
る
と
い

う 
呪  
術 
を
示
し
、
ま
た
特
殊
な
石
棺
に
葬

じ
ゅ 
じ
ゅ
つ

ら
れ
る
地
位
の
高
い
人
物
が
住
ん
で
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
額
田
地

区
は
、
久
慈
川
に
沿
う
台
地
だ
け
に
住
居

跡
や
古
墳
が
多
い
の
も
自
然
で
あ
る
。

　
 
字  
永  
井 
に
は 
不  
動  
尊 
が
あ
り
、
そ
こ
に

あ
ざ 
な
が 

い 

ふ 

ど
う 
そ
ん

流
れ
落
ち
る
小
滝
の
清
水
は
名
水
で
知
ら

れ
る
。
こ
の
水
で
患
っ
た
眼
を
洗
い
不
動

尊
に
祈
る
と
不
思
議
に
治
る
と
評
判
に
な

り
、
近
隣
か
ら
の
多
く
の
人
々
で 
賑 
わ
っ

に
ぎ

た
と
い
う
。

　

日
本
赤
十
字
社
従
軍
看
護
婦 
秋  
山  
美  
代 

あ
き 
や
ま 

み 

よ

も
出
て
い
る
。
明
治　

年
（
１
９
０
８
）

４１

に
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
婦
と
な
っ
た
美

代
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
の
シ
ベ

リ
ア
出
兵
に
は
極
寒
の
地
で
、
昭
和　

年
１２

（
１
９
３
７
）の 
日  
華  
事  
変 
に
は
病
院
船
に

に
っ 

か 

じ 

へ
ん

搭
乗
し
て
、
い
ず
れ
も
救
護
班
看
護
婦
長

と
し
て
戦
傷
病
兵
士
の
看
護
に
奮
闘
尽
力

し
た
。
患
者
に
対
す
る
懇
切
な
看
護
、
部

下
看
護
婦
へ
の
指
導
統
率
は
抜
群
で
あ

り
、
日
赤
本
社
か
ら
は
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル 
石  
黒  
記  
念  
牌 
」
が
贈
ら
れ
た
（
茨
城
県

い
し 
ぐ
ろ 

き 

ね
ん 
は
い

で
は　

人
）。
日
本
と
中
国
と
の
紛
争
が

１１

続
く
昭
和　

年
（
１
９
３
９
）　

月　

日
、

１４

１０

２６

無
念
に
も
戦
陣
に 
散  
華 
し
た（　

歳
）。
勲

さ
ん 

げ

５１

八
等 
宝  
冠  
章 
を
授
与
さ
れ
、
地
元
で
は
村

ほ
う 
か
ん 
し
ょ
う

葬
を
も
っ
て
報
い
た
。
墓
所
は 
上  
宮  
寺 

じ
ょ
う 
ぐ
う 

じ

（
本
米
崎
）
に
あ
る
（ 
法 
名：

 
報  
国  
院  
釋 

ほ
う 
み
ょ
う 

ほ
う 
こ
く 
い
ん 
し
ゃ
く

 
尼  
妙  
蓮  
大  
姉 
）。

に 
み
ょ
う 
れ
ん 
た
い 

し

額額
田
東
郷

田
東
郷

　
 
字  
柄  
目 
は
額
田
城
の 
搦 
め
手
か
ら
来
る

あ
ざ 
か
ら 

め 

か
ら

名
で
あ
り
、
そ
の
地
域
か
ら
は
室
町
時
代

の
遺
物
と
さ
れ
る 
常  
滑  
焼 
の
破
片
が
出
土

と
こ 
な
め 
や
き

し
て
い
る
。
土
塁
上
に
は
市
の
天
然
記
念

物
「
鈴
木
家
の
ヒ
イ
ラ
ギ
」
が
そ
び
え
て

い
る
。
ト
ゲ
が
危
な
い
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉

も
、
時
代
を
経
る
と
丸
く
な
り
扱
い
や
す

く
な
る
。
何
と
な
く
人
間
と
同
じ
よ
う
で

あ
り
、
あ
る
種
の
不
思
議
さ
が
あ
る
。

　

額
田
駅
の
西
に 
光  
照  
寺 
（
浄
土
真
宗
）

こ
う 
し
ょ
う 
じ

が
あ
り
、
そ
の
下
の 
崖 
は
ナ
カ
マ
チ
ク
ジ

が
け

ラ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
縄  
文  
海  
進 
に
よ
り
太
平
洋
が
内
陸
部
ま

じ
ょ
う 
も
ん 
か
い 
し
ん

で
広
が
っ
て
い
た
往
時
を
想
起
さ
せ
る
。

　
 
鹿  
嶋  
八  
幡  
神  
社 
は
、
元
は
別
々
に 
祀 
ら

か 

し
ま 
は
ち 
ま
ん 
じ
ん 
じ
ゃ 

ま
つ

れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
両
社
と
も
額
田
氏

が 
崇  
敬 
し
た
神
社
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
初

す
う 
け
い

期
に
額
田
を
訪
れ
た 
文  
覚  
上  
人 
は
、 

も
ん 
が
く 
し
ょ
う 
に
ん

 
源 

み
な
も
と
の 

頼 より

 
朝 
の
祖
父 
為  
義 
の 
念  
持  
仏 
で
あ
っ
た 
大  
日 

と
も 

た
め 
よ
し 

ね
ん 

じ 

ぶ
つ 

だ
い 
に
ち

 
如  
来 
を 
森  
戸 
の 
宝  
光  
院 
に
奉
納
し
た
が
、

に
ょ 
ら
い 

も
り 

ど 

ほ
う 
こ
う 
い
ん

そ
の
際
こ
の
地
に
神
社
仏
閣
が
少
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、 
八  
幡  
社 
・ 
鹿  
嶋  
社 
・ 
熊  
野 

は
ち 
ま
ん 
し
ゃ 

か 

し
ま 
し
ゃ 

く
ま 

の

 
社 
・ 
稲  
荷  
社 
・ 
北  
野  
社 
（ 
天  
満  
宮 
）
の
五

し
ゃ 

い 

な
り 
し
ゃ 

き
た 

の 

し
ゃ 

て
ん 
ま
ん 
ぐ
う

社
を 
勧  
請 
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、 
社  
伝 

か
ん 
じ
ょ
う 

し
ゃ 
で
ん

に
は
鹿
嶋
社
は
平
安
時
代
初
期
に
創
建
さ

れ
、
八
幡
社
は 
源 

み
な
も
と
の 

義  
家 
が
祀
っ
た
も
の
と

よ
し 
い
え

あ
る
。 
徳  
川  
光  
圀 
が
こ
れ
ら
を 
合  
祀 
し
、

と
く 
が
わ 
み
つ 
く
に 

ご
う 

し

額
田
神
社
と
命
名
し
た
。
奥
に
は
両
社
の

本
殿
が 
揃 
っ
て
合
祀
さ
れ
て
あ
り
、
境
内

そ
ろ

に
は
光
圀
お
手
植
え
の 
榊 
が
大
樹
と
な
っ

さ
か
き

て
い
る
。
拝
殿
に
は
明
治
初
期
に
奉
納
さ

れ
た
比
類
な
い
ほ
ど
の
大
型
の 
神  
鏡 
が
供

し
ん 
き
ょ
う

え
ら
れ
、 
扁  
額 
「
額
田
神
宮
」
は
水
戸
藩

へ
ん 
が
く

の 
碩  
学  
會  
澤  
正  
志  
斎 
の
書
で
あ
る
。 
社  
号 

せ
き 
が
く 
あ
い 
ざ
わ 
せ
い 

し 

さ
い 

し
ゃ 
ご
う

は
明
治
に
入
り
、
鹿
嶋
八
幡
神
社
と
な
っ

た
。

鹿嶋八幡神社
（額田神社）

舟型石棺
（歴史民俗資料館展示）

額額
田
北
郷

田
北
郷

　

元
有
ケ
池
の 
辺 
り 
字  
岸  
桂  
寺 
に
は 
芭 

ほ
と 

あ
ざ 
が
ん 
け
い 

じ 

ば

 
蕉 
の
句
碑
「
松
風
の
落
ち
葉
か
水
の
音
す

し
ょ
う

ず
し
」
が
あ
る
。 
寛  
政 
５
年
（
１
７
９
３
）

か
ん 
せ
い

　

月
、
芭
蕉
の
百
回
忌
に
あ
た
り
額
田
の

１０俳
人
仲
間
の
指
導
者 
中  
嶋  
五  
峰 
が
建
立
し

な
か 
じ
ま 

ご 

ほ
う

た
も
の
で
、
地
域
の
文
化
度
の
高
さ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

芭蕉の句碑

在りし日の秋山美代



１０

歴史民俗資料館だより

　

神
社
の
大
祭
は
「
額
田
ま
つ
り
」
の
基

幹
と
し
て
あ
り
、
近
隣
に
な
い
荘
厳
な
祭

事
と
な
っ
て
い
る
。
祭
り
に
は 
上  
之  
町 
・

か
み 

の 
ち
ょ
う

 
古  
宿  
町 
・ 
柄  
目  
町 
・ 
新  
地  
町 
・ 
本  
後  
町 
な

ふ
る 
じ
ゃ
く 
ち
ょ
う 

か
ら 

め 
ち
ょ
う 

あ
ら 

じ 
ち
ょ
う 

ほ
ん 

ご 
ち
ょ
う

ど
の 
山  
車 
が
繰
り
出
し
賑
わ
い
を
添
え

だ 

し

る
。
山
車
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
彫

刻
さ
れ
た
も
の
で
、「 
神  
功  
皇  
后 
と 
武  
内 

じ
ん 
ぐ
う 
こ
う 
ご
う 

た
け 
う
ち
の

 
宿  
祢 
」
な
ど
歴
史
物
語
を
題
材
と
し
た
も

す
く 

ね

の
か
ら
昇
り
龍
な
ど
多
様
華
麗
、
見
事
な

も
の
で
あ
る
。
地
元
で
は 
山  
車  
倉 
を
建
て

だ 

し 

こ

て
保
存
に
努
め
、
古
宿
町
に
一
棟
一
台
、

神
社
境
内
に
は
二
棟
四
台
が
保
管
さ
れ
て

事
前
依
頼
に
よ
り
見
学
が
可
能
と
な
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。 
参  
道 
に
は
西
の
横

さ
ん 
ど
う

綱
と
い
わ
れ
る
樹
齢
５
０
０
年
か
ら
の
山

桜
が
あ
り
、
途
中
か
ら
生
え
た
若
木
が
美

し
い
花
を
咲
か
す
。 
社  
宝 
の
木
造
・
陶
造

し
ゃ 
ほ
う

の 
狛  
犬 
は
、
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

こ
ま 
い
ぬ

　

参
道
沿
い
の 
毘  
盧  
遮  
那  
寺 
（
真
言
宗
）

び 

る 

し
ゃ 

な 

じ

の 
本  
尊 
は
大
日
如
来
（ 
毘  
盧  
遮  
那  
仏 
）、
寺

ほ
ん 
ぞ
ん 

び 

る 

し
ゃ 

な 

ぶ
つ

の
名
は
本
尊
名
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
寺
に
は
額
田
城
主 
小  
野  
崎  
善  
通 

お 

の 

ざ
き 
よ
し 
み
ち

（
義
通
）が
一
族
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
奉
納

し
た 
大  
般  
若  
経 
の
書
写 
経  
典 
６
０
０
巻

だ
い 
は
ん 
に
ゃ 
き
ょ
う 

き
ょ
う 
て
ん

（
新
造
を
除
き
茨
城
県
指
定
文
化
財
）が
伝

承
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。 
明  
応 
４
年
（
１

め
い 
お
う

４
９
５
）
か
ら
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
写

経
さ
れ
も
の
で
あ
る
。
毎
年
正
月　

日
に

１６

は
、
寺
の
観
音
堂
内
で
国
家 
安  
穏 
・ 
五  
穀 

あ
ん 
の
ん 

ご 

こ
く

 
豊  
穣 
を
祈
願
し
て 
大  
般  
若  
会 
が
厳
か
に
行

ほ
う 
じ
ょ
う 

だ
い 
は
ん 
に
ゃ 

え

わ
れ
る
。

　

銘
柄「 
龍  
門 
」で
知
ら
れ
た 
寺  
門  
酒  
造 
、

り
ゅ
う 
も
ん 

て
ら 
か
ど 
し
ゅ 
ぞ
う

残
さ
れ
た
白
壁
の
土
蔵
が
美
し
い
。
明
治

　

年
（
１
８
９
３
）
庄
屋
で
あ
っ
た 
寺  
門 

て
ら 
か
ど

２６
 
治  
平 
宅
を
最
後
の
将
軍
で
あ
っ
た 
徳  
川  
慶 

ぢ 

へ
い 

と
く 
が
わ 
よ
し

 
喜 
が
訪
ね
宿
泊
し
た
。
母 
徳  
川  
斉  
昭 
夫
人

の
ぶ 

と
く 
が
わ 
な
り 
あ
き

 
登  
美  
宮 
を 
瑞  
龍  
山 
墓
地
に
埋
葬
し
た
帰

と 

み
の 
み
や 

ず
い 
り
ゅ
う 
さ
ん

途
で
あ
る
。
治
平
は
床
の
間
の
部
屋
に
斉

昭
の
書
を
掛
け
て
迎
え
た
。
安
座
を
勧
め

て
も
正
座
を
続
け
る
慶
喜
に
、
ハ
ッ
と
し

て
掛
け
物
を
替
え
た
。 
安  
堵 
し
て
く
つ
ろ

あ
ん 

ど

ぐ
慶
喜
、
父
（
の
書
）
を
背
に
し
て
膝
を

崩
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
父
子
敬
愛

の
教
え
で
あ
る
。
寺
門
家
に
は
、
そ
の
時

の 
枕  
屏  
風 
や
斉
昭
の
書
が
保
存
さ
れ
て

ま
く
ら 
び
ょ
う 

ぶ

い
る
。
那
珂
町
の
初
代
町
長
を
務
め
た
治

平
の
日
記
は
、
戦
中
戦
後
の
記
録
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

　

鈴
木
家
住
宅
は
、
元
佐
竹
氏
の
家
臣
で

 
太  
田  
天  
神  
林 
か
ら
移
り 
繰  
綿  
商 
い
（ 
紅  
花 

お
お 

た 

て
ん 
じ
ん 
ば
や
し 

く
り 
わ
た 
あ
き
な 

べ
に 
ば
な

 
商 
い
説
も
あ
る
）
で
富
豪
と
な
っ
た
家
で

あ
き
な

あ
り
、 
義  
公  
光  
圀 
の
養
女 
万  
姫 
が 
嫁 
し
た

ぎ 

こ
う 
み
つ 
く
に 

ま
ん 
ひ
め 

か

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
義
公
や
歴
代
藩
主

が
迎
え
ら
れ
た 
元  
禄 
期
の
書
院
（
茨
城
県

げ
ん 
ろ
く

指
定
文
化
財
）
が
残
っ
て
い
る
。
光
圀
時

代
手
植
え
の
双
樹
の
モ
チ
ノ
キ
（
市
指
定

天
然
記
念
物
）
も
珍
し
く
、
さ
ら
に
書
画

と
も
に
優
れ
た
七
代
目
の
鈴
木 
梅  
岡 
が
残

ば
い 
こ
う

し
た
「
鈴
木
家
記
録
」
や
地
元
の
塾
師
匠

 
原  
好  
宜  
軒 
の
肖

は
ら 
こ
う 

ぎ 

け
ん

像
な
ど
も
貴
重

な
歴
史
資
料
で

あ
る
。
万
姫
の

墓
は
、
阿
弥
陀

寺
墓
地
内
に
あ

る
。

　
 
引  
接  
寺 
（
浄
土
宗
）
は
義
公
光
圀
が 
向 

い
ん 
じ
ょ
う 
じ 

む
こ
う

 
山  
浄  
鑑  
院  
常  
福  
寺 
の 
末  
寺 
と
し
て
も
う

や
ま 
じ
ょ
う 
か
ん 
い
ん 
じ
ょ
う 
ふ
く 

じ 

ま
つ 

じ

け
た
浄
土
宗
の
寺
で
あ
り
、 
本  
尊  
阿  
弥  
陀 

ほ
ん 
ぞ
ん 

あ 

み 

だ

 
如  
来 
と 
脇  
侍 
の 
三  
尊 
（
茨
城
県
指
定
文
化

に
ょ 
ら
い 

わ
き 

じ 

さ
ん 
ぞ
ん

財
）
は
、 
高  
萩 
の
八
幡
社
か
ら
移
さ
れ
た

た
か 
は
ぎ

も
の
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
光
圀
の
兄
で

初
代 
高  
松 
藩
主 
頼  
重 
の
夫
人 
皓  
月  
院 
を

た
か 
ま
つ 

よ
り 
し
げ 

こ
う 
げ
つ 
い
ん

祀
っ
た
供
養
地
蔵
像
が
あ
る
。
皓
月
院
は

大
老 
土  
井  
利  
勝 
の
娘
お 
万 
の 
方 
、
光
圀
の

ど 

い 

と
し 
か
つ 

ま
ん 

か
た

養
子
で
水
戸
藩
三
代
藩
主 
綱  
條 
の
母
で
あ

つ
な 
え
だ

る
。
綱
條
が
母
を
思
い
高
松
か
ら
分
骨
し

て
向
山
浄
鑑
院
常
福
寺
に
埋
葬
建
立
し
た

地
蔵
像
で
あ
っ
た
が
、
寺
が 
天  
狗  
諸  
生 
の

て
ん 

ぐ 

し
ょ 
せ
い

争
乱
で
焼
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
末
寺
で

あ
っ
た
引
接
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
ほ
ら
吹
き
名
人
「
た
っ
つ
あ

い
」
や
塾
師
匠
原
好
宜
軒
、 
徳  
川  
家  
康 
か

と
く 
が
わ 
い
え 
や
す

ら
「
慎
重
第
一
の
家
臣
」
と
称
え
ら
れ
た

 
天  
野  
康  
景 
の
子
孫
の
墓
が
あ
る
。

あ
ま 

の 

や
す 
か
げ

　
 
阿  
弥  
陀  
寺 
（
浄
土
真
宗
）
は
、 
大  
山  
御 

あ 

み 

だ 

じ 

お
お 
や
ま 

ご

 
坊 
（
城
里
町
）
で 
親  
鸞 
か
ら
教
え
を
受
け

ぼ
う 

し
ん 
ら
ん

た 
定  
信 
の
流
れ
を
組
み
、 
明  
徳 
２
年
（
１

じ
ょ
う 
し
ん 

め
い 
と
く

３
９
１
）
に
額
田
に
移
り
、
そ
の
後
小
野

崎
氏
が
守
護
し
た
寺
で
あ
る
。 
天  
正 
４

て
ん 
し
ょ
う

年
（
１
５
７
８
）
に
起
こ
っ
た 
大  
坂  
石  
山 

お
お 
さ
か 
い
し 
や
ま

 
本  
願  
寺 
と 
織  
田  
信  
長 
が
対
立
し
た 
石  
山  
合 

ほ
ん 
が
ん 

じ 

お 

だ 

の
ぶ 
な
が 

い
し 
や
ま 
か
っ

 
戦 
の
時
に
は
、
常
陸
の 
真  
宗  
門  
徒 
は
阿
弥

せ
ん 

し
ん 
し
ゅ
う 
も
ん 

と

額額
田
南
郷

田
南
郷

額田まつりを盛り上げる山車

大般若経の書写経典（上）と、
大般若会の様子（下）

鈴木家住宅

供養地蔵像
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陀
寺
に
集
ま
っ
て
か
ら
石
山
へ
向
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
本
尊
木
造
阿
弥
陀
如
来
立

像
は
茨
城
県
指
定
文
化
財
、
親
鸞
の
直
弟

子
を
記
し
た 
太  
祖  
聖  
人  
面  
授  
口  
決  
交  
名 

た
い 

そ 

し
ょ
う 
に
ん 
め
ん 
じ
ゅ 
こ
う 
け
つ 
こ
う 
み
ょ
う

 
記 
は
市
指
定
文
化
財
。
幕
末
期
建
立
の 
鐘 

き 

し
ょ
う

 
楼  
型  
楼  
門 
と
、
義
公
御
手
植
え
と
さ
れ
る

ろ
う 
が
た 
ろ
う 
も
ん

 
枝  
垂 
れ
桜
と
の
構
図
は
す
ば
ら
し
い
。

し 

だ

阿弥陀寺の鐘楼型楼門と
枝垂れ桜

　
 
鱗  
勝  
院 
（
曹
洞
宗
）
は
、 
元  
徳 
２
年

り
ん 
し
ょ
う 
い
ん 

げ
ん 

と
く

（
１
３
３
０
）に
額
田
城
主
の 
菩  
提 
を
弔
う

ぼ 

だ
い

た
め
に
城
内
に
建
て
ら
れ
た
が 
無  
住 
と
な

む 
じ
ゅ
う

り
、
そ
の
後
、
初
代
の
額
田
城
主 
佐  
竹  
義 

さ 

た
け 
よ
し

 
直 
の
父
・ 
義  
重 
の
菩
提
所
と
し
て 
文  
安 
２

な
お 

よ
し 
し
げ 

ぶ
ん 
あ
ん

年（
１
４
４
５
）現
在
地
に
再
興
し
た
。
境

内
に
は 
享  
保 
２
年
（
１
７
１
７
）
に
建
立

き
ょ
う 
ほ
う

さ
れ
た
義
直
の 
供  
養  
塔 
と
額
田
氏
の
も
の

く 

よ
う 
と
う

と
見
ら
れ
る 
宝  
筐  
印  
塔 
が
あ
る
。
坂
下

ほ
う 
き
ょ
う 
い
ん 
と
う

の
旧
道
か
ら
山
門
へ
上
が
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
禅
宗
寺
院
ら
し
い
格
別
な
雰
囲
気
が
あ

る
。

宝筐印塔

浄
鑑
院
常
福
寺
跡

浄
鑑
院
常
福
寺
跡

　

寺
は
、
額
田
城
跡
の
南
方
、
旧
有
ケ
池

向
う
台
地
上
那
珂
二
中
付
近
に
あ
っ
た
。

徳
川
光
圀
が
水
戸
藩
創
始
者
で
あ
る 
武  
田 

た
け 

だ

 
信  
吉 
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
も

の
ぶ 
よ
し

の
で
あ
る
。
京
都
の 
知  
恩  
院 
境
内
に
似
せ

ち 

お
ん 
い
ん

た
雄
大
な 
伽  
藍 
を
も
ち
、
２
０
０
余
人
の

が 

ら
ん

修
行
僧
を
擁
し
た
深
山
幽
谷
の
寺
院
は
、

歴
代
藩
主
が
太
田
瑞
龍
山
墓
所
参
拝
の
途

次
に
参
詣
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
幕
末

期
、 
吉  
田  
松  
陰 
も
水
戸
滞
在
中
に
参
詣
し

よ
し 

だ 
し
ょ
う 
い
ん

て
い
る
。
天
狗
諸
生
の
争
乱
で
焼
失
し
、

跡
地
の
一
角
に
は
歴
代
住
職
数
人
の
墓
碑

が
残
っ
て
い
る
。

歴代住職の墓碑

　
 
二  
本  
松 
藩
士
の 
塚  
碑 
は 
田  
彦 
街
道
沿
い

に 

ほ
ん 
ま
つ 

つ
か 

ひ 

た 

び
こ

坂
下
に
あ
る
。 
元  
治 
元
年
（
１
８
６
４
）

げ
ん 

じ

９
月
、
額
田
原
に
お
い
て
天
狗
諸
生
の
争

乱
が
あ
り
、
天
狗
勢
鎮
圧
の
た
め
に
幕
府

方
と
し
て
派
遣
さ
れ
戦
死
し
た
二
本
松
藩

士
を
供
養
し
よ
う
と
地
元
民
が
建
て
た
も

の
で
あ
る
。
心
温
ま
る
史
跡
で
あ
る
。二本松藩士の塚碑

歴
史
を
生
か
し
た

歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

　

こ
の
ほ
か
、
地
区
内
に
は
多
く
の
歴
史

的
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
市
内
外
か
ら
の
訪

問
者
も
期
待
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
総
合

し
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
城
下
町
を
目

指
し
た
い
も
の
で
す
。

『
大
般
若
経
信
仰
の
世
界
』

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
昨
年

度
刊
行
し
た
『
那
珂
市
域
の
社
寺
祠
堂
』

の
姉
妹
編
と
し
て
『
大
般
若
経
信
仰
の
世

界
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
古
来

か
ら 
鎮  
護 
国
家
・
五
穀
豊
穣
の
願
い
を
込

ち
ん 

ご

め
て
大
小
の
寺
院
に
お
い
て
大
般
若
経
の

 
転  
読 
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で

て
ん 
ど
く

伝
え
ら
れ
て
き
た
那
珂
市
内
に
残
る
経
典

の
内
容
と
意
義
お
よ
び
文
化
的
行
事
を
紹

介
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、（
１
）
大
般
若
経
信
仰
に
つ
い

て
、（
２
）
毘
盧
遮
那
寺
の
大
般
若
経
（
茨

城
県
指
定
文
化
財
の
概
要
、
額
田
小
野
崎

氏
の
系
譜
と
奉
納
、
経
典
の
奥
書
と
補
修

の
概
要
）、（
３
）
那
珂
市
内
の
大
般
若
経

と
大
般
若
会
、（
４
）
毘
盧
遮
那
寺
大
般
若

経
一
覧
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
形
状　

Ａ
４
版　

１
７
７
頁

◇
定
価　

１
冊　

１
０
０
０
円

《
申
し
込
み
》

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
�
２
９
７
・
０
０
８
０



１２

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を
委
嘱

　

那
珂
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
、
６
人
の
か
た
に
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
は
、
市
条
例
に
よ
り
「
識
見
を
有
す
る
者
」
か
ら
３
人
、

「
市
民
の
公
募
」
に
よ
り
選
出
す
る
者
３
人
の
計
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
５
人
を

再
任
し
、
１
人
が
新
任
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
任
期
は
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２５

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

２７

３１

◆
政
治
倫
理
審
査
会
と
は
？

　

市
の
条
例
に
よ
り
政
治
倫
理
基
準
を
定

め
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び
市

議
会
議
員
が
そ
の
基
準
に
抵
触
す
る
行
為

に
つ
い
て
市
民
か
ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た

場
合
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
を
行

う
諮
問
機
関
で
す
。

◆
政
治
倫
理
基
準
の
内
容
は
？

①
自
己
の
地
位
を
利
用
し
て
、
い
か
な
る

金
品
も
授
受
し
な
い
こ
と
。

②
市
が
行
う
許
認
可
、
契
約
等
に
つ
い

て
、
特
定
の
企
業
、
個
人
等
に
有
利
な

取
り
計
ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

③
市
長
お
よ
び
議
員
は
、
政
治
活
動
に
関

し
て
会
社
そ
の
他
団
体
か
ら
寄
附
を
受

け
な
い
こ
と
。

④
議
員
は
、
市
職
員
の
採
用
に
関
し
て
、

特
定
個
人
の
推
薦
、
紹
介
を
し
な
い
こ

と
。

◆
調
査
請
求
権
と
は
？

　

市
民
の
か
た
は
、
当
該
者
の
行
為
が
政

治
倫
理
基
準
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、　

人
以
上
の
連
署

３０

と
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
を
添
え
て
調
査

し
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総務課総務グループ
�２９８－１１１１（内線５１４・５１５）

問い合わせ

■政治倫理審査会委員（敬称略）
再任瓜連綿 引 秀 榮会　長

識見者 再任瓜連寺 門 弘 道副会長

再任菅谷武 井　 登委　員

再任豊喰川 � 敏 明委　員

公募者 再任菅谷小田部啓文委　員

新任瓜連鈴 木 一 三委　員

那珂市政治倫理審査会委員の皆さん
（海野市長、松崎副市長を囲んで）

■宮﨑郁夫委員■宮﨑郁夫委員
　　　　（額田南郷）　　　　（額田南郷）
■宮﨑郁夫委員
　　　　（額田南郷）【任期】
平成25年４月１日～ 
　平成28年３月31日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

を
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意
を
得
て

新
た
に
宮�
郁
夫
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
市
長
と
は
独

立
し
た
、
中
立
的
・
専
門
的
な
立
場
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服

を
審
査
決
定
す
る
た
め
の
行
政
委
員
会
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

　

那
珂
市
教
育
委
員
会
の
佐
藤
康
雄
委
員
が
、
平

成　

年
４
月
９
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

２５
と
に
伴
い
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意
を
得

て
、
新
た
に
中
澤
明
委
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

■中澤明委員（菅谷）■中澤明委員（菅谷）■中澤明委員（菅谷）

【任期】
平成25年４月10日～ 
　平成29年４月９日

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定

新
し
い
農
業
委
員
が
決
定

　

農
業
委
員
会
は
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た

選
挙
に
よ
る
委
員
と
農
業
団
体
や
市
議
会
推
薦
に
よ
る
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
市
町
村
の
行
政
機
関
で
す
。

　

３
月　

日
、
任
期
満
了
に
伴
う
那
珂
市
農
業
委
員
会
委

１７

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
か
た
が
農
業
委
員
に
当
選
・
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

■農業委員の皆さん（海野市長、松崎副市長を囲んで）

◆議会推薦による委員
　磯�芳信（菅谷）、石�甲一（豊喰）、
　和田正國（戸崎）、萩野谷千惠子（鹿島）
◆ＪＡ推薦による委員　後藤和夫（中台）
◆土地改良区推薦による委員　�畠保男（飯田）

◎会長　吉原誠一　○会長職務代理者　加藤守正� ����������

◆選挙による委員（敬称略）

住　所氏　名選挙区
本米崎武 藤 一 雄

神崎
堤住 谷　 芳

額田東郷片 野 壽 洋
額田

額田南郷加 藤 守 正
菅　谷竹 林 則 男

菅谷
福　田吉 原 誠 一
後　台峯 島 智 之

五台
中　台中 山 祥 二
戸水 野 一 男

戸多
大　内根 本　 衛
飯　田大和田　捷　司

芳野
鴻　巣吽 野 達 一
鹿　島中　崎　はる子

木崎
南酒出飯 村 孝 至
静眞 � 孝 昭

瓜連
中　里鈴 木 孝 雄



広報なか５月号１３

大宮地方環境整備組合から
測 定 結 果 を 報 告 し ま す

大宮地方環境整備組合の施設（環境センター、衛生センター）
から排出される、排ガスとダイオキシン類濃度を測定した結果、
いずれも排出基準を下回り、問題のない状態を維持しています。

�������	
����

塩化水素濃度（����３�）
（塩素を含んだものを燃やすと発生）

窒素酸化物濃度（���）
（ものを燃やすことで発生）

ばいじん（����３�）
（ガスに含まれる細かい 塵 ）

ちり環境センター
（静１８９４番地）

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００

２８
２５０

１１７
０．１５

０．００１未満１号炉
（平成２５年１月１１日測定）

１７１３２０．００１未満２号炉
（平成２４年１０月４日測定）

�������	
����������

焼却灰（毒性当量���������	
�）飛灰（毒性当量���������	
�）排ガス（毒性当量�������	３�）環境センター
（静１８９４番地） 排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

３０．０１５３１．９５０．１２１号炉
（平成２４年１１月２２日測定）

�������	
����

塩化水素濃度（����３�）窒素酸化物濃度（���）ばいじん（����３�）衛生センター
（常陸大宮市小野２０９０番地１） 排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００２３２３０５２０．３５０．００７平成２４年１２月１３日測定

■問い合わせ　大宮地方環境整備組合　�０２９５－５２－３５３５

　

市
で
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
安
全
で

快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
一
環
と
し
て
、
災
害
に

強
い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
に
拠
点
と
な
る
避
難
場
所
へ
新
た
に

２４

防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
、
避
難
所
運
営
に
必
要
と
な
る
資
機
材

お
よ
び
非
常
用
食
料
を
備
蓄
し
、
避
難
の
初
期
段
階
に
お
け
る

避
難
者
の
不
便
を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
防
災
倉
庫
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
換
気
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
、
良
好
な
庫
内
環
境
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、

資
機
材
の
保
管
に
適
し
た
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
設
置
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
、
総

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

◆
主
な
備
蓄
資
機
材

　

保
存
用
乾
燥
米
飯
、
ガ
ス

発
電
機
、
移
動
か
ま
ど
、
集

会
用
テ
ン
ト
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
投
光
器
、
毛
布
な
ど

防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た

防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た

防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

問　い
合わせ



１４

　

地
籍
調
査
と
は
、
※
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有

者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、
境
界
の
位
置
と
面

積
を
測
量
す
る
調
査
で
す
。
地
籍
と
は
、
土
地
に

関
す
る
戸
籍
に
あ
た
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
の
成
果
（
地
籍
図
と
地
籍
簿
）
は
、

そ
の
写
し
が
登
記
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

登
記

所
で
は
、
地
籍
簿
を
も
と
に
登
記
簿
を
修
正
し
、

そ
れ
ま
で
登
記
所
に
あ
っ
た
地
図
の
代
わ
り

に
、 

地
籍
図
を
登
記
所
備
え
付
け
の
正
式
な
地

図
と
し
ま
す
。

○
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
と
な
り
、
境
界
を
め

ぐ
る
争
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
法
務
局
の
地
図
（
公
図
）
と
土
地
の
現
状
が
合

致
す
る
た
め
、
土
地
取
引
の
円
滑
化
が
図
れ
ま

す
。

○
土
地
に
対
す
る
課
税
（
固
定
資
産
税
）
の
適
正

化
が
図
れ
ま
す
。

○
道
路
・
街
路
整
備
等
の
公
共
事
業
の
計
画
が
立

て
や
す
く
、
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
災
害
で
地
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
速
や

か
に
災
害
復
旧
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

那
珂
市
は
、
昭
和　

年
度
に
地
籍
調
査
事
業
に

３０

着
手
し
、
昭
和　

年
度
に
市
全
地
区
の
調
査
を
完

４８

了
さ
せ
ま
し
た
が
、
法
務
局
に
登
記
し
た
地
図
と

調
査
し
た
現
地
と
で
違
い
が
多
く
見
ら
れ
、
土
地

利
用
に
お
い
て
も
支
障
を
き
た
す
事
態
と
な
っ
た

た
め
、
平
成
３
年
度
か
ら
再
調
査
を
順
次
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
調
査
実
施
済
み
の
地
区

　

芳
野
地
区
全
域

　

額
田
地
区
（
額
田
南
郷
向
山
地
区
）

　

戸
多
地
区（
戸
地
区
全
域
、下
江
戸
地
区
の
一
部
）

◎
調
査
実
施
中
の
地
区

戸
多
地
区
（
田
崎
地
区
、
大
内
地
区
、
下
江
戸

地
区
の
一
部
）

木
崎
地
区
（
鹿
島
地
区
、
門
部
地
区
の
一
部
、

北
酒
出
地
区
の
一
部
）

�
�
�
�
�
�
�

�
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土
木
課
用
地
室
用
地
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
３
３
３
・
３
３
６
）

問　い
合わせ

※
一
筆

土
地
の
所
有
権
な
ど
を
公
示
す
る
た
め
に
、
人
為
的

に
分
け
た
区
画
の
こ
と
で
す
。
土
地
は
「
筆
（
ひ

つ
）」
と
い
う
単
位
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
登
記

所
で
は
、
一
筆
ご
と
に
登
記
さ
れ
、
土
地
取
引
等
の

単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。



広報なか５月号１５

寄付金の2,000円を超える部分は、所得税や個人住民税から控除されます
　地方公共団体へ寄付を行った場合には、寄付額の
２，０００円を超える分について一定限度まで、所得税と
個人住民税が軽減されます。
　寄付金のうち２，０００円を超える額が控除の対象とな
り、所得税では所得控除となります。また、個人住民
税については、税額控除方式により、おおむね個人住
民税所得割の１割を限度として控除されます。
　所得税や個人住民税の控除を受けるには、確定申告
または住民税の申告が必要です。平成２５年１２月までに
行う寄付は、平成２５年分の所得税および平成２６年度分
の住民税が軽減の対象となります。

あなたの想いが、「ふるさと」那珂市を育てます
　平成２５年度も、次の５つの事業を実施する際の財源とさせていただいており、
ご寄付いただく際に、使い道をお選びいただきます。

　ふるさとづくり寄付をされる場合には、事前に郵送またはＦＡＸにより「寄付申込書」をお送り
ください。折り返し、必要な書類をお送りしますので、最寄の金融機関等で寄付金の払い込みをし
ていただきます。なお、現金書留による送金や那珂市役所に直接お持ちいただいても結構です。

※「寄付申込書」は、財政課・税務課窓口、または市ホームページから取得できます

モデルケース　（夫婦、子ども２人）

市民の皆様や市外のかたからの
「ふるさとづくり寄付」を募集しています
　「那珂市で生まれ、育ち、学び、遊んだ」など、那珂市にご縁の
あるかた、「八重桜がすばらしい」「ひまわりがきれいだった」「毎
年白鳥を見に行っている」など、那珂市に愛着を持っているかた、
皆様の「ふるさと」那珂市を応援してください。

問い合わせ　�２９８－１１１１
○寄付の申し込みについて
　財政課財政グループ（内線５２２）

○税金の申告・控除について
　税務課市民税グループ（内線１６５）

◆ふるさとづくり寄付受入状況
 【平成２４年９月～平成２５年３月】
　川又美恵子様のほか、３件（１２０，０００円）の
寄付をいただきました。
　皆様の善意に感謝申し上げます。

◎ご注意ください！

　市への「ふるさとづくり寄付」や「ふるさと納
税」をかたった詐欺行為には十分ご注意ください。
　寄付のお申し込みのないかたへ払込書を送付し
たり、請求を行うことはありません。

１　自然環境の保全に関する事業
２　福祉施策の充実に関する事業
３　教育又は文化の振興に関する事業
４　快適な生活環境の形成に関する事業
５　協働のまちづくりに関する事業
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那
珂
市
消
防
団
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま

で
地
域
防
災
に
ご
尽
力
さ
れ
た
海
野
藤
男
団
長
（
門

部
）
が
勇
退
さ
れ
、
新
た
に
大
森
利
光
副
団
長
（
横

堀
）
が
団
長
に
就
任
し
、
住
谷
啓
二
第
２
分
団
長

（
堤
）
が
副
団
長
に
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

４
月
２
日
、
海
野
市
長
か
ら
新
団
長
に
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
海
野
市
長
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
を
い
か
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
消
防
団
長
と
し
て
力
を
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
警
防
課

　
�
２
９
５
・
２
１
１
５

問
い
合
わ
せ

　

那
珂
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
８
０
２
０

運
動
の
一
環
と
し
て
、
歯
科
衛
生
士
、
保

健
師
等
と
協
力
し
て
行
政
と
次
の
よ
う
な

活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

①
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
歯
科
健
診
、

予
防
活
動

②
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
で
の
歯
科
健

診
③
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
訪
問
歯
科
保
健

活
動

④
歯
科
保
健
教
育
、
相
談
事
業

⑤
災
害
時
歯
科
医
療

　

歯
科
医
療
は「
食
べ
る
」「
会
話
す
る
」と

い
う
日
常
の
生
活
を
送
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
営
み
を
守
る
「
生
き
る
力
を
支
え
る

生
活
の
医
療
」
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
り
、
指

導
を
し
て
く
れ
た
り
す
る 
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
」
を
持
ち
、
定
期
的
に
歯
の
健
診

を
受
け
、
歯
を
失
う
原
因
と
な
る
む
し
歯

や
歯
周
病
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治

療
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
気
軽
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

８
０
２
０
達
成
の
た
め
に
は
き
ち
ん
と

歯
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
磨
い
て
い
る
」こ
と
と「
磨
け
て
い
る
」

こ
と
と
は
違
い
ま
す
。

　

歯
と
歯
の
間
や
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
な

ど
汚
れ
の
残
り
や
す
い
場
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

等
の
歯
間
清
掃
具
を
使
っ
て
き
ち
ん
と
汚

れ
を
落
と
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

正
し
い
歯
の
磨
き
方
と
歯
間
清
掃
具
の

使
い
方
を
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
教

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
健
康
、
自
分
の
歯
は
、
自
分
で

守
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

���� ������

小林デンタルクリニック
小林克男　先生

■那珂市消防団幹部
地　区氏　　　名役  職  名
神　崎大　森　利　光団　 　長
芳　野寺　門　利　昭副  団  長
神　崎住　谷　啓　二副  団  長
菅　谷後　藤　京　子女性消防部長
菅　谷大和田　淑　夫第１分団長
神　崎小　室　　　榮第２分団長
額　田田　口　幹　博第３分団長
木　崎袴　塚　正　勝第４分団長
芳　野古田土　　　浩第５分団長
五　台根　本　美智夫第６分団長
戸　多秋　山　敏　夫第７分団長
瓜　連萩野谷　孝　一第８分団長

■左から住谷副団長、松崎副市長、大森団長、
　海野前団長、海野市長、寺門副団長
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　今回は、『すまいる』で実施している『にこにこ教室』を紹介します。
　『にこにこ教室』は、３歳未満のお子さんを対象に、保護者がこどもへのかかわりを学ぶ教室として実施してい
ます。また、３歳以上のクラスは、幼稚園等の集団生活に入る前の準備（ならし）教室として実施します。
　４月１５日から教室が始まり、各クラスとも８組から１０組の親子が教
室に参加しています。

　教室に参加している保護者の
共通の悩みは、「おむつがとれな
い」「かんしゃくがひどい」「こ
とばが遅い」などです。『すまい
る』では、そうした保護者の悩
みを一緒に考えていきます。

2

◆教室の体験、見学は随時受け付けています。

◆詳細は、「すまいる」までお問い合わせください。
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各
種
選
挙
の
開
票
結
果
を
見
る
と
、
候
補
者
別
の
得
票
数
に
小
数
点
以
下
の
数
字

が
つ
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

小
数
点
以
下
の
数
字
は
、「
按
分
票
」
と
い
い
、
同
一
の
氏
名
、
ま
た
は
氏
、
名
の

候
補
者
が
２
人
以
上
あ
る
場
合
に
、
そ
の
同
一
の
氏
名
、
ま
た
は
氏
、
名
の
み
が
記

載
さ
れ
た
投
票
を
有
効
票
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
の
得
票
数
の
割
合
に
応
じ
て

配
分
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
得
票
数
に
小
数
点
以
下
の
数
字
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

� �
�
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各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
や
開
票
の
状
況
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
は
、
選
挙
当
日

の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載
し
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
開
票
所
で
は
、
掲
示
板
を
設
置
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

� �
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現
在
、
開
票
事
務
は
中
央
公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
開
票
所
内
に
参
観
人
用

の
席
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
開
票
作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
参
観
で
き
る
か
た
は
、
那
珂
市
内
の
選
挙
人
に
限
ら
れ
、
参
観
人
席
数
の
関
係

で
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

◆相談時間
　午前８時３０分～午後５時

◆休　　館
　土・日曜日、祝日、年末年始

第１・３火曜日りすクラス３歳未満
クラス 第１・３金曜日ももクラス

第１・３月曜日くまクラス３歳以上
クラス 第２・４月曜日さくらクラス

■開催クラスと日程

※幼稚園等に入園しているかたは対象外です
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１８

那珂市消費生活センター です
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����������������������	
���������������
�������	 
����������������������	 
���������������

那珂市消費生活センター
�２９８‐１１１１（内線１１８）問い合わせ

�������	
��

�������	
������

　５月は消費者月間です。
　消費者統一テーマ「学ぶことからはじめよう～自立した消費者に向けて～」
　消費者自身も知恵を身につけるとともに、納得できないことは勇気をもって断ると
いった行動をとることによって消費者被害を防ぐことが大切です。

�������

　「いらない貴金属はないか」「使わない貴金属を買い取る」など、電話がかかってきた
り業者が突然訪問してきて困った経験はありませんか。平成２５年２月２１日から、特定商
取引法の改正により、「訪問購入」が新たに規制対象として追加され「クーリング・オ
フ」が適用されるようになりました。

�������	
 �������	
���� ��

������

・突然の訪問による強引な買い取りの勧誘
・断ってもしつこい
・「着物を買う」と電話がかかってきたが、
実際は「指輪を売ってくれ」と言われた

�������	


　訪問購入で飛び込みの勧誘はできなくなりました。
　査定の依頼の場合も、査定を超えた勧誘行為、また、
しつこい勧誘や、買い取る物品の種類を明示しないで
勧誘することも禁止となります。

��������	
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・売った指輪を返してもらおうと思った
ら、もう溶かしたと返事が…

�������	

　クーリング・オフ期間中は物品の引き渡しを拒むこ
とができます。

�������	
������

・契約後、すぐクーリング・オフを申し入
れたが、「買い取りの場合はクーリング・
オフできない」「キャンセル料がかかる」
と言われた

�������	


　法定書面を受け取ってから８日間は無条件で契約の
解除が可能です。また、クーリング・オフ期間中に事
業者が物品を第三者に引き渡してしまった場合、その
情報が事業者から消費者へすぐに通知されます。

�������	

　事業者の連絡先および物品の種類や特徴、購入価
格、引き渡しの拒絶ができることやクーリング・オフ
制度について記載された書面を交付しなければなりま
せん。

��������	
��������

・売ったものを返してほしいけど、連絡先
がわからない

・何を買い取られたのか記憶が曖昧になっ
てしまい、事業者と交渉しにくい



広報なか５月号１９
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　　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホー
ムページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　３月１５日から４月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

４月９日０．０８２本米崎小学校

学校教育課

４月９日０．０８９横堀小学校

４月８日０．０７２額田小学校

４月８日０．０７８菅谷小学校

４月９日０．０８３菅谷東小学校

４月１０日０．０８９菅谷西小学校

４月９日０．０８６五台小学校

４月９日０．０９１戸多小学校

４月９日０．０８６芳野小学校

４月１０日０．０８８木崎小学校

４月１０日０．０９４瓜連小学校

４月９日０．０７８横堀幼稚園

４月１１日０．０７５額田幼稚園

４月１２日０．０７０菅谷幼稚園

４月１０日０．１０３菅谷西幼稚園

４月１０日０．０９１五台幼稚園

４月１０日０．０７３芳野幼稚園

４月８日０．０６３那珂第一中学校

４月９日０．０８９那珂第二中学校

４月８日０．０８２那珂第三中学校

４月９日０．０５３那珂第四中学校

４月８日０．０８０瓜連中学校

４月９日０．０８５茨城学園

４月９日０．０５７ナザレ幼稚園

４月１０日０．０９７さいせい幼稚園

４月９日０．０８４大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

４月１０日０．０９２保健センター（ひだまり）健康推進課

４月１１日０．０９８中央公民館

生涯学習課

４月９日０．０９１図書館

４月５日０．１００那珂総合公園

４月９日０．１０２歴史民俗資料館

４月５日０．１０４ふれあいの杜公園

４月１１日０．０９２ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
４月１０日０．１００ふれあいセンターごだい

４月１０日０．０８７ふれあいセンターよしの

４月１０日０．０９４総合センターらぽーる

４月１３日０．１０２那珂聖苑那珂聖苑

４月９日０．１１０中谷原公園
都市計画課

４月９日０．０９２宮の池公園

４月９日０．０９０一の関ため池親水公園
商工観光課

４月９日０．１０７静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

４月１０日０．０８２菅谷保育所

こども課

４月８日０．０６８額田保育所

４月９日０．０９２ゆたか保育園

４月９日０．０９３かしま台保育園

４月８日０．０８６ごだい保育園

４月９日０．０９８瓜連保育園

４月８日０．０７９子育て支援センター
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上
げ
た
手
に�
気
づ
い
て
止
ま
る�
思
い
や
り

　

４
月
６
日
〜　

日
は
、
自
転
車

１５

の
安
全
利
用
の
推
進
、
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
運
動
の

重
点
と
し
た
、「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
の
期
間
で
し
た
。

　

期
間
中
の
４
月　

日
に
は
、
国

１０

道
３
４
９
号
杉
原
交
差
点
、
国
道

１
１
８
号
ら
ぽ
ー
る
前
交
差
点
で

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

海
野
市
長
を
は
じ
め
水
戸
農
業
高

校
生
な
ど
が
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
画
家
し
ま
だ
和
花

２８

さ
ん
（
後
台
）
か
ら
那
珂
市
に
作

品
が
寄
贈
さ
れ
、
海
野
市
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
の
作
品
は
花
や
鳥
、

魚
を
題
材
に
し
、
繊
細
で
色
鮮
や

か
に
描
か
れ
た
作
品
で
、
独
自
の

感
性
で
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
色
々
な
と
こ
ろ
で
絵
画
展
を

開
催
し
、
意
欲
的
に
創
作
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
市
役
所
（
本
庁
）
４
階
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

し
ま
だ
和
花
さ
ん
が
絵
画
を
寄
贈

那
珂
市
の
農
業
を
考
え
る

　

３
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２６

ぽ
ー
る
で
、「
那
珂
市
の
農
業
を
考

え
る　

第
１
回
」
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
用
水
土
地
改
良
区
専
門
技

術
員
折
原
健
司
さ
ん
、
石
坂
健
一

さ
ん
に
よ
り
「
営
農
へ
の
取
り
組

み
」
が
、
茨
城
県
畑
か
ん
マ
イ
ス

タ
ー
篠
崎
勝
彦
さ
ん
に
よ
り
「
畑

か
ん
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
見
た
那
珂

市
の
農
業
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
会
場
に
は
営
農
者
な
ど
１
３

０
人
が
集
ま
り
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

交
通
ル
�
ル
を
学
び
ま
し
た

　

３
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

３１

ぽ
ー
る
で
４
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
を
対
象
に
「
平
成　

年
２５

度
新
入
学
児
童
交
通
安
全
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
が
安
全
に
小
学
校
ま

で
通
学
で
き
る
よ
う
、
茨
城
県
交

通
巡
視
員
に
よ
る
寸
劇
を
交
え
た

交
通
安
全
教
室
や
交
通
安
全
の
ア

ニ
メ
上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
珂
高
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
も
あ
り
、
新
一
年
生
は
楽
し

み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま

し
た
。
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４
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で
講

師
に
料
理
研
究
家
の
海
野
寿
江
さ

ん
を
迎
え
、
市
内
の
親
子　

組　
１２

２７

名
が
参
加
し
、
エ
コ
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
勝
井
明
憲
さ
ん（
後
台
）

（
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
）
が
中
心
と
な
り
は
じ
め
た
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
講
演

会
・
講
習
会
の
一
つ
と
し
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
親
子
は
、
エ
コ
や
食
文
化

と
と
も
に
、
手
づ
く
り
の
お
い
し

さ
、
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

親
子
で
エ
コ
�
ク
ッ
キ
ン
グ

第
�
回
サ
ス
ガ
�
カ
ミ
ス
ガ

　

４
月
７
日
、「
第
４
回
サ
ス
ガ
☆

カ
ミ
ス
ガ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
の
池
公
園
通
り
に
２
か
月
毎
に

出
現
し
て
い
る
１
日
商
店
街
は
、

毎
回
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

グ
ル
メ
、
雑
貨
な
ど
の
お
店
が
並

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ
カ
マ

ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
ご
当
地
キ
ャ

ラ
の
大
集
合
や
、
県
内　

の
蔵
が

１３

集
ま
っ
た
イ
バ
ラ
キ
地
酒
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
開
催
は
、

６
月
２
日
（
日
）
の
予
定
で
す
。

　

那
珂
歴
史
同
好
会
の
市
民
公
開

講
座
「
南
酒
出
城
講
演
会
と
南
酒

出
城
跡
詳
細
探
検
見
学
会
」
が
４

月　

日
、
蒼
龍
寺
、
南
酒
出
城
跡

１３
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
茨
城
県
歴
史
協
会
長

高
橋
裕
文
さ
ん
に
よ
る
「
南
酒
出

城
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
歴
史
同
好
会
お
よ

び
茨
城
森
林
ク
ラ
ブ
那
珂
支
部
の

案
内
よ
り
、
南
酒
出
城
跡
の
現
地

探
検
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
簡
易
整
備
さ
れ
た
見
学

通
路
を
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

中
世
の
南
酒
出
城
を
見
る

ス
ケ
�
ト
の
基
本
か
ら
学
び
ま
し
た

　

３
月　

日
、
平
成　

年
度
ス

３１

２４

ケ
ー
ト
教
室
を
笠
松
運
動
公
園
ス

ケ
ー
ト
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の　

人
が
参
加
し
、

４３

笠
松
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

登
録
講
師
か
ら
、
ス
ケ
ー
ト
靴
の

履
き
方
、
転
ん
だ
場
合
の
起
き
上

が
り
方
な
ど
の
基
本
動
作
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
上
達
し
、
最
後
に
は
笑
顔
で

リ
ン
ク
上
を
颯
爽
と
滑
っ
て
い
ま

し
た
。
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３月１５日～４月１４日（敬称略）

横堀小学校 ２，７５１円
匿名 ２００円
野木　利三郎 １０，０００円
匿名 １００，０００円
デイサービスクリクリ瓜連
 ２２，４０４円
ぴっぴお話の会　南波久代
 ３，９１９円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２９８－８８８１
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　４月１６日、那珂市は常陸大宮
市、かすみがうら市、五霞町と「い
ばらき自治体クラウド基幹業務シ
ステム等の整備運営に関する協定
書」を茨城県庁内で締結しました。
　クラウド化とは、データセン
ターに住民基本台帳や税などの住
民情報を保管し、専用ネットワー
クで運用するもので、県内初の取
り組みであり、３市１町では、コ
スト削減や住民サービスの向上の
ほか、情報セキュリティの充実を
はかります。

◆左から三次常陸大宮市長、海野市長、
宮嶋かすみがうら市長、染谷五霞町長

�������	
��

�������	
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　４月１６日、茨城森林クラブ那珂
支部（代表岡村光雄さん）が、同
会で作成した冊子「瓜連の自然」
を４００部寄贈されました。
　寄贈された冊子は、瓜連小学校
児童に配布されます。

�������

�������	
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　那珂市は、桜川市および神奈川
県海老名市と「災害時における相
互応援に関する協定」を結びまし
た。
　４月５日に海野那珂市長および
中田桜川市長が海老名市を訪問
し、締結調印式を行いました。

◆左から海野市長、内野海老名市長、
　中田桜川市長

� 人の動き �
那珂市の人口（４月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５５１人 （－１）
　女　　　２８，４３５人 （－８）
　計　　　５５，９８６人 （－９）
世帯数　　２１，５００世帯　（＋５５）

○出生　４０人
○死亡　４１人

（３月１日～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　  １期

○軽自動車税 全期

納期限：５月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７０６人

　（平成２５年３月末現在・

 前月比５９人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億９，２００万円

　（平成２５年３月・

 前月比８４８万円減）
※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

２日　諸岡医院 （瓜連）

 �２９６－１１２３

９日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

 �２９５－５１２１

１６日　小豆畑病院 （菅谷）

 �２９５－２６１１

２３日　瓜連慶友整形外科 （古徳）

 �２９６－１１１６

３０日　岡田クリニック  （後台）

 �２７０－８１８８

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい 

６月の休日当番医

日時／６月７日（金）１０：００～１２：００
　　　　　　　　　　１３：００～１５：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
開設相談／

人権を侵害されている問題や家庭内の
もめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月５日（水）、１２日（水）、
　　１９日（水）、２６日（水）
９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　平成２４年１０月から３年間に限り、過
去１０年間の納め忘れた国民年金保険料
を後納することができます。
　後納により、将来の年金額を増やし
たり、受給資格期間の足りないかたが
年金を受け取ることができることもあ
ります。
　詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ／

国民年金保険料専用ダイヤル

�０５７０－０１１－０５０

水戸北年金事務所

�２３１－２３８１

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

人権相談を開設します
　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
※ごみ出しのルールが守れていないご
みは回収できません。回収されない
ことによってごみ置き場の管理者に
多大な迷惑がかかっています。ごみ
出しのルールは必ず守るよう、ご協
力をお願いします
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／

必ず氏名をフルネームで記入してくだ
さい。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

心配ごと相談

日時／６月４日（火）１３：００～１７：００
　　　　　２５日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階市民相談室
相談員／弁護士
対象者／市内に住所を有するかた
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

�������	
���

　４月２日、常陽銀行菅谷支店か
ら防犯ブザー５４０個が那珂市に寄
贈されました。
　同銀行からは、平成１７年から毎
年寄贈いただき今年で９回目にな
ります。
　寄贈された防犯ブザーは、市内
新入学児童全員に配布されまし
た。

納め忘れた年金保険料は
ありませんか？

ごみの出し方について
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■作り方
①ニンニクはみじん切りにする。枝豆は水につけて解凍し、さやからだし
ておく。

②小なべに生クリーム、牛乳、スキムミルクを入れて火にかけ、煮立って
きたらすぐに弱火にし、木べらでかき混ぜながらとろみがつくまで煮詰
める。煮詰まってきたら塩少々を入れて味を整える。（クリームソース）

③フライパンにバターを入れ、ニンニクとむきエビを炒める。エビの色が
赤く変わったら白ワインまたは酒を加え、次に枝豆、②のクリームソー
スを加え、塩、こしょうで味を整える。

④パスタをゆでる。
⑤ゆであがったパスタを③で和え、皿に盛り付け、最後に好みで粉チーズ
をふる。

■材料（４人分）
　冷凍枝豆（さやつき）　 …… １００ｇ
　むきえび（小）　 …………… １００ｇ
　ニンニク ………………… １かけ
　生クリーム　 ……………… ５０ml
　牛乳　 ……………………… １５０ml
　スキムミルク　 … １８ｇ（大さじ３）

バター ………… １０ｇ（大さじ１弱）
スパゲティ　 ………………… １６０ｇ
白ワインまたは酒
　　　 …………… ３０ｇ（大さじ２）
塩・こしょう ……………… 各少々
粉チーズ ……………………… 適量

■１人分３５２kcal／塩分１ｇ

　読みたい本が貸出中の場合は予約し
てみてはいかがでしょうか。館内の蔵
書検索機やインターネットからも予約
できますので利用してみてください。

������������������������ ����������

枝豆と小エビのクリ�ムパスタ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������	

��
June

●東北の生命力　津波と里海の人々
 瀬戸山玄　著／岩波書店
●実録！あるこーる白書
 西原理恵子・吾妻ひでお　著／徳間書店
●Tｅａｍ・ＨＫ
 あさのあつこ　著／徳間書店
●ライジング・ロード
 高嶋哲夫　著／ＰＨＰ研究所

������ �	
��

　図書館では幼児・児童を対象とした「お
はなし会」を開催しています。テレビなど
とは違った生のコミュニケーションを体験
してみましょう。（時間は３０分程度）
日時　２日（日）午後２時～
　　　１６日（日）午後２時～
　　　２０日（木）午前１０時３０分～
　　　２８日（金）午後３時～
場所　おはなしコーナー（１階児童書の奥）
費用　無料

������ �	
��

土金木水火月日
１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３０ 休館日

�������	
��

�������������	

　「死にたい」、「死ね」と思うほど苦
しむ中学２年生の千鶴。時を超えた
約束を通して知る、涙と命の感動
作。尾木ママも推薦。第６回日本
ケータイ小説大賞・大賞受賞。活字
が苦手なかたにも読みやすさ抜群の
一押しの一冊です。

��������������������������

出版社著者名タイトル順位

文藝春秋湊　かなえ望　郷①

新潮社湊　かなえ母　性

② 文藝春秋阿川佐和子聞く力

文藝春秋東野　圭吾禁断の魔術

光文社三浦しをん舟を編む③

■コメント
　スキムミルクは水で溶いて使うとだまにな
りにくいです。味噌汁やカレー等にちょっと
入れて使うと味がまろやかになります。栄養
満点です。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（こども食部会）

佐藤　芳江さん



広報なか５月号２５

菅
谷 

古
山　
　

な
の
は 

一
穂

中
里 

吉
沼　
　

夢
結 

雄
基

竹
ノ
内 

横
倉　
　

舞
花 

篤
史

本
米
崎 

佐
藤　
　

一
颯 

崇

菅
谷 

庄
司　
　

吏
杜 

智
也

菅
谷 

小
林　
　

彩
望 

亮

菅
谷 

上
田　
　

凜 

研
一

菅
谷 

會
澤　
　

啓
叶 

忍

横
堀 

野
上　
　

真
奈
楓 

寿
幸

福
田 

鈴
木　
　

弥
生 

基
史

菅
谷 

久
米　
　

彪
雅 

裕
之

豊
喰 

鈴
木　
　

桃
香 

飛
輝

後
台 

佐
藤　
　

聖
愛 

嘉
見

本
米
崎 

武
藤　
　

遥
人 

直
樹

竹
ノ
内 

田
中　
　

太
智 

正
紘

本
米
崎 

佐
川　
　

彩
花 

隆

菅
谷 

牧　
　
　

美
並 

正
尚

竹
ノ
内 

�
畑　
　

遼
介 

義
典

東
木
倉 

�
下　
　

美
有 

敏
行

菅
谷 

飛
田　
　

陽
都 

聡

福
田 

寺
門　
　

美
咲 

賢
一

戸 

福
田　
　

志
乃 

健
太
郎

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

福
田 

鈴
木　
　

豊
枝 

　

歳
９８

瓜
連 

�
野
谷　

行
雄 

　

歳
８０

中
里 

片
岡　
　

み
と
り 

　

歳
９３

戸
崎 

檜
山　
　

修 

　

歳
８７

静 

先�
　
　

清
一 

　

歳
１０２

横
堀 

山�
　
　

勝
久 

　

歳
５８

静 

黒
澤　
　

輝 

　

歳
８８

菅
谷 

宮
田　
　

き
み
よ 

　

歳
９７

飯
田 

若
林　
　

正
次 

　

歳
９０

後
台 

神
山　
　

の
ぶ 

　

歳
８８

北
酒
出 

根
本　
　

し
な
子 

　

歳
９２

菅
谷 

横
山　
　

恭
子 

　

歳
７５

後
台 

赤
堀　
　

光
江 

　

歳
７８

菅
谷 

海
野　
　

津
喜
代 

　

歳
９１

鹿
島 

樫
村　
　

き
み 

　

歳
９１

飯
田 

山�
　
　

春
江 

　

歳
８４

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

瀧　
　
　

陽
仁 

真
一
郎

後
台 

星　
　
　

陽
太 

和

額
田
南
郷 

樫
村　
　

亜
由
都 

慎
也

菅
谷 

鈴
木　
　

徠
聖 

銀
次

飯
田 

大
森　
　

珊
瑚 

章
弘

菅
谷 

仲
田　
　

朱
莉 

義
成

菅
谷 

仲
田　
　

結
莉 

義
成

瓜
連 

三
村　
　

樹
里 

啓
介

菅
谷 

齋
藤　
　

暢 

和
也

菅
谷 

今
泉　
　

美
咲 

真
樹

菅
谷 

佐
藤　
　

蒼
介 

孝
宏

後
台 

丹
野　
　

里
香 

公
紀

菅
谷 

�
石　
　

春
馬 

誠

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
	
�
月�

日
届
出

��

��

敬
称
略
�

お
め
で
た

北
酒
出 

小
林　
　

冨
美 

　

歳
９１

額
田
北
郷 

小
林　
　

義
男 

　

歳
８８

飯
田 

寺
門　
　

常
男 

　

歳
８１

菅
谷 

堀
口　
　

豊 

　

歳
７６

鴻
巣 

�
畠　
　
�
子 

　

歳
８１

静 

先�
　
　

弘 

　

歳
７６

菅
谷 

鬼
澤　
　

文
男 

　

歳
７２

戸
崎 

平
松　
　

昌
一 

　

歳
８７

瓜
連 

角
田　
　

三
朗 

　

歳
７９

菅
谷 

小
泉　
　

ミ
ツ
子 

　

歳
８５

本
米
崎 

大
竹　
　

勝
枝 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

加
藤　
　

文
男 

　

歳
８８

静 

先�
　
　

和
昭 

　

歳
８４

中
里 

鈴
木　
　

ろ
く 

　

歳
９６

戸 

�
根　
　

は
つ
ゑ 

　

歳
８３

飯
田 

小
林　
　

キ
ミ
ヱ 

　

歳
８２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す

お
く
や
み
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